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研究成果の概要（和文）：日本を含む東アジア社会を考察するために欠くことのできない新儒教

思想（朱子学・陽明学）及びそれと関連のある中国医学の基本文献を対象に研究を行った。朱

子学・中国医学では、『朱子語類』・『格致餘論』について、詳細な注を付した平易な現代日本語

訳を発表し、一般読書人にも利用しやすいものとした。陽明学では、基本文献の書誌情報や所

蔵状況を精査することを通して既知の文献の見直しや新文献の発見を行い、この方面の研究の

進展に貢献した。 
 
研究成果の概要（英文）：We conducted research on neo-Confucian thought (School of Zhu 
Xi[Shushigaku] and  School of Wang Yangming[Yomeigaku]) and the related field of 
Chinese medical texts, a crucially important field for understanding East Asian society, 
including Japan. With respect to School of Zhu Xi[Shushigaku] and Chinese medicine, we 
inserted detailed endnotes for “Zhuziyulei[Shushigorui]” “Gezhiyulun[Kakuchiyoron]” and 
translated them into easily accessible Japanese. With respect to School of Wang 
Yangming[Yomeigaku], we contributed to the advancement of research by revising previous 
interpretations concerning known texts and discovering new ones through the close 
examination of bibliographical information and whereabouts of central texts. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 6,900,000 0 6,900,000  

２００６年度 6,900,000 0 6,900,000  

２００７年度 6,900,000 0 6,900,000  

２００８年度 6,900,000 0 6,900,000  

２００９年度 6,900,000 0 6,900,000  

総 計 34,500,000 0 34,500,000  

 
研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード：中国哲学・朱子学・陽明学・中国医学 
 
１．研究開始当初の背景 

南宋の朱熹（朱子）によって集大成され、
その批判的且つ最大の継承者である明の王
守仁（陽明）に代表される新儒教思想は、近

世以降の日本を含む東アジア世界において
非常に大きな影響力を与え続けている。それ
ゆえ、近世日本社会においてもそれを信奉、
継承することを目指した思想家が多数生ま



れた。一方、批判者を自任し、「独自」な思
想を主張する思想家も多いが、その依拠する
文献の多くは新儒教思想を経過したもので
あり、その影響の磁場と決して無関係ではな
く、むしろ強い影響下にあったという方が適
切である。さらに、この新儒教思想の広がり
は哲学・思想の分野に止まらず、例えば「漢
方」として現在でも広く日本社会に定着して
いる中国伝統医学にも及んでおり、実際、近
世日本の医学界で重要視された金元四大家
（劉完素・張従正・李杲・朱震亨）の医学思
想は、いずれも新儒教思想の影響を強く受け
ているのである。したがって、思想書にせよ
医学書にせよ新儒教思想にまつわる書籍は
近世日本には大量に輸入され、その翻刻や訓
読和刻、解説書等も盛んに出版されたのであ
る。つまり、近世日本社会を考える上で、新
儒教思想及びその文献に関する研究は必要
不可欠なものなのである。 

もちろん、こうした新儒教思想研究の重要
性はこれまでも十分認識されており、個々の
思想（家）に対する研究には厚い研究の蓄積
がある。しかし、それを文献の出版・流通状
況と関連づけて論じたものは少数であり、ま
た、新儒教思想と医学思想を関連させて論じ
たものも同様であった点に課題があった。さ
らに、日本思想研究においては近世日本にお
ける受容、展開、批判等のありかたに過剰に
焦点が当たるあまり、朱熹や王守仁の著作・
語録やその他の元の中国語文献が中国語と
してどのように読まれるべきであるかにつ
いて必ずしも十分に認識されていなかった
一方、中国思想研究においてはそれが日本
（及び他の東アジア世界）における読解とど
のような関係にあるのかについてやはり十
分に考慮されてこなかったため、新儒教思想
理解において近世の日本と中国（及び他の東
アジア世界）との間に一種の「齟齬」が生じ
ているという大きな問題があった。 

このように未解決の大きな課題が存在し
ていた開始当時の研究状況をふまえ、その課
題の解決の端緒を見つけるべく本研究は計
画、実施されたのである。 
 
２．研究の目的 
南宋の朱熹（朱子）によって集大成され、

その批判的且つ最大の継承者である明の王
守仁（陽明）に代表される新儒教思想は、日
本を含む近世東アジア世界において、哲学・
思想の分野に止まらず、医学等自然学に関わ
る分野にさえ非常に大きな影響力を与えて
いる。したがって、近世日本社会を考える上
で、新儒教思想及びその文献に関する研究は
必要不可欠なものなのである。 

本研究は、近世日本社会における新儒教思
想・医学文献の伝来・出版・流通状況を分析
し、それがそれらの信奉者、継承者或いは批

判者の新儒教及び医学思想に対する理解／
誤解・受容／排斥・再構成／解体にどのよう
に影響を与えているかを、主として(1)朱熹、
(2)王守仁、(3)劉宗周、(4)朱震亨の著作・
語録等の文献の伝来・流通・出版状況を通し
て考察することを目的とするものである。同
時に、(5)新儒教思想により設立された近世
日本の学校（藩校、郷校等）及びそこにおけ
る教育の諸相についても検討を加えること
で、本研究班で研究対象とした個々の文献に
ついての研究成果を連関させつつ、こうした
文献が近世日本社会において実際に活用さ
れた状況の一端を明らかにすることも目的
とした。 
 
３．研究の方法 

本研究は、近世日本社会における新儒教思
想・中国医学文献の伝来・出版・流通状況を
分析し、それがそれらの信奉者、継承者或い
は批判者の新儒教及び医学思想に対する理
解／誤解・受容／排斥・再構成／解体にどの
ように影響を与えているかを明らかにする
ことを目的とするものであった。 
この目的を達成するために、(1)朱熹、(2)

王守仁、(3)劉宗周、(4)朱震亨の著作・語録
等の文献、及びこうした文献が活用された場
の一つと考えられる(5)新儒教思想により設
立された近世日本の学校（藩校、郷校等）を
研究対象として研究を進めた。 
まず、対象文献の伝来・出版・流通状況を

分析する前に、基礎作業として訳注の作成、
書誌や所蔵状況の調査と公表に取り組んだ。
これは、本研究で対象とした新儒教思想・中
国医学の文献は、近世日本社会を考える上で
も必要不可欠な重要な基本文献であるにも
かかわらず、必ずしも研究が十分に行われて
いないためにこれらの文献についての詳細
な訳注や書誌がこれまでほとんど公刊され
ておらず、一般読書人にとってはもちろんの
こと、関係領域の研究者にとってさえ使いや
すいものではなかったからである。なお、本
研究期間内においては、この基礎作業にほぼ
全精力を傾注することになった。 
以下、各対象について具体的に述べる。 
 

(1)朱熹については、恩田と垣内が担当した。
朱熹は新儒教思想の集大成者であり、既述の
通り日本を含む東アジア世界において非常
に大きな影響力を与え続けている思想家で
ある。このため、東アジアのいずれの地域に
おいても朱子学研究の歴史は長く、その成果
も決して少なくない。それにも関わらず、朱
熹自身の著作・語録（語類）を含む朱子学の
基本文献を読み解き、その成果を現代語によ
る訳注としてまとめる作業は驚くべきほど
等閑視されてきた。日本ももちろん同様の状
況にあり、朱子学は近世社会において影響力



のある思想であると「教科書的に」広く一般
に認識されながら、朱熹の著作・語録（語類）
の内容については、一部の専門家を除けばほ
とんど正しく理解されているとは言い難い。
こうした状況を考えれば、膨大な量の朱子学
文献を個々の専門研究者が個別に読み解く
だけでは、朱子学研究の水準を高めることは
難しい。朱子学の基本文献を精確に読み解き、
必要な注を附した現代日本語訳を作り、その
成果を学界で共有することが、今後の朱子学
研究のためには不可欠な作業である。同時に、
そうした訳注の存在によって、他分野の研究
者、ひいては一般読書人に、自らが現在生き
ている「場」を考察するために必要である朱
子学の基本文献をわかりやすい形で提供で
きるならば、朱子学研究の新たな展開へつな
がることが期待される。 

本研究においては、朱子学の基本文献から
『朱子語類』を対象に選んだ。その理由とし
ては、まず、同書が朱熹との問答をその門弟
たちが記録したノートを後に分類・編纂した
という朱熹の「生の声」をいまに響かせる貴
重な資料であること、しかし、そのために当
時の口語表現を多数含んでおり読解が容易
でないこと、したがって、書名は広く知られ
ているにもかかわらず必ずしも正確に読ま
れてこなかったことがあげられる。さらに、
思想史的な検討・考察の点からいえば、『朱
子語類』は、朱熹自身の他の著作や経書と注
疏、仏典を含む思想文献等との関連を見据え
て読解されなければならないにもかかわら
ず、これまでの研究はその点でも問題が多い
ことも『朱子語類』を対象に選んだ理由とし
てあげられる。 
本研究では、『朱子語類』という重要な基

本文献について、従来の研究のこうした問題
点を解消し、研究者のみならず一般読書人に
もその精確な読解を広く紹介することを目
指して、詳細な注を附した平易な現代日本語
訳を作成するための研究を行った。 

 
(2)王守仁については永冨が担当した。王守
仁（陽明）は朱熹と並ぶ新儒教思想の巨頭と
して、また不敗の軍人として、同時代におい
てきわだった存在であった。そのため、彼の
語録・詩文集はその生前において既に数種類
が出版され、死後、隆慶六年（1572）に刊行
された『王文成公全書』において一応の集大
成がなされた。しかも、この『王文成公全書』
は、語録・文録・別録・外集・続編といった
整然たる構成を持ち、書簡の編年もなされ、
随所に銭徳洪による解説が附されていたた
め、文献学的研究の余地は少ないと考えられ
てきた。したがって、王守仁の著作に関する
文献学的研究は、中国においても日本におい
ても不振を極めることとなり、通行本をその
まま利用するに止まり、各地の図書館に所蔵

された善本が積極的に利用されることはな
かったのである。先行研究はいくつかあった
が、それらは現存する版本の所在を網羅的に
調査したわけではなく、各版本の成立、刊行、
流布等についての検討を疎かにした個別の
版本調査に止まり、各版本の成立および相互
の関係に関する基本的な事実についての考
証が不十分であった。つまり、明代中期以降
において朱子学と並ぶ影響力を持ち、日本に
おいても思想界の一翼を担った王守仁の学
術の、その基礎研究である書誌学に関する研
究の蓄積は、極めて薄弱なものだったのであ
る。 
以上のような従来の研究の弱点に鑑み、王

守仁の著作に関する文献学的研究を包括的
なものにすべく、王守仁の著作の所在につい
てできる限りの調査を行い、各版本の関係の
考察についても注意を払った。特に、従来の
研究者が日中両国とも、多くの場合、自己の
所属機関か、その周辺地域の蔵書のみに頼っ
て論述を行っているため、全面的な研究を行
い得ないでいることを考慮し、日本、中国、
台湾、欧米の各研究機関・図書館等に所蔵さ
れている関係資料を網羅し、全面的な記述を
行うことに留意して研究を進めた。 
 
(3)劉宗周については難波が担当した。劉宗
周（蕺山）の誠意説は江戸期儒学者に受容さ
れ、特に幕末維新期の日本思想に多大な影響
を与えた。その誠意説形成期は劉宗周最晩年
の人間観を記述した『人譜』の執筆と同時期
であり、両者は密接な関係がある。日本では
天保十二年（1841）に『蕺山先生人譜』が刊
行されているが、中国で刊行されている同書
の各種版本と比較検討することによって、
『人譜』や誠意説に対する日本受容の特徴を
解明することができると考えられる。本研究
では、この課題を考究するために、『人譜』
に関する文献的な研究の他、日本及び中国の
大学・図書館等に所蔵されている関係資料の
実地調査、劉宗周と関係が深い書院史跡の踏
査等を行った。 
 
(4)朱震亨については主に長谷部が担当し、
恩田が補助的に携わった。本研究において、
朱震亨を対象としたのは、金元四大家のうち
でも特に日本の医学に影響を与えたのは李
杲と朱震亨（李朱医学）であり、日本におけ
る中国医学受容の歴史を解明する上で極め
て重要な人物であるためである。朱震亨の著
作の中、『格致餘論』を中心に据えたのは、
同書が朱震亨の医学思想が最も端的に表れ
ている文献であるにもかかわらず、現在の日
本人研究者から重視されているようには思
えないこと、一方江戸時代には寛文五年
（1665）刊『頭注格致餘論』や元禄九年（1696）
刊岡本一抱子『格致餘論諺解』などがあり、



江戸時代初期には重視されていたことがわ
かるためである。 

本研究では、上述の『頭注格致餘論』や『格
致餘論諺解』を参照しつつ、『格致餘論』の
現代日本語による訳注を作成することで、金
元医学思想の新儒教思想との関係や日本で
の受容に関するこれまで十分に明らかにさ
れてこなかった問題について研究を行った。 
 
(5) 近世日本の学校については主に難波が
担当し、他の全班員が必要に応じて協力した。
学校での教育とその運営は、近世東アジア社
会においては新儒教思想家の重要な実践で
あった。日本もその例外ではない。したがっ
て、近世日本社会における新儒教思想の受容
を考える場合、当時の学校に関する研究を欠
かすことができない。本研究では、①近世東
アジア社会の学校の特徴と教育方法、②中
国・韓国・日本の近世社会の学校や教育にお
ける三者の相異や相同性、③近世東アジア社
会の学校と西欧の大学との比較等について
研究基盤を準備することを目的として研究
を進めた。同時に、(1)～(4)で検討した文
献・思想が近世日本社会において実際に活用
された状況の一端を明らかにすることも目
指した。こうした目的を達成するために、近
世東アジア社会の学校である中国・韓国の書
院、日本の藩校、郷校等の実地踏査を行い、
それらの所在地の研究者との共同研究によ
る資料収集を行った。また、近世東アジア社
会の学校や教育方法の特徴を世界的規模の
中で鮮明にするために、欧州の大学制度や所
蔵図書資料等も調査した。 
 
４．研究成果 
(1) 朱熹研究については、朱子学研究におけ
る基本重要文献の一つである、朱熹との問答
をその門弟たちが記録したノートを後に分
類・編纂した『朱子語類』の一部について、
その精読を通して詳細な注を附した現代日
本語訳を発表した。まず、本研究期間開始以
前の成果をも含めて同書巻 1～3 についての
研究をまとめ、垣内、恩田『『朱子語類』訳
注 巻一～三』（汲古書院、2007）として刊
行した。この他、恩田及び垣内が『汲古』、『論
叢 アジアの文化と思想』、『中国哲学研究』
誌上に巻 8、巻 94、巻 115、巻 116 の訳注を
継続的に発表している。これらの訳注におい
ては、単に『朱子語類』本文を平易な日本語
として読めるようにしただけではなく、『朱
子語類』中に現れる口語語彙に関する用例と
解釈を示すとともに、朱熹自身が語ったとさ
れることばを、『四書集注』・『朱文公文集』
等朱熹自身による著作、その先行者や同時代
の思想家の文献・語録、経書及びその注疏等
における記述との関連の中で位置づける詳
細な注を附すことによって、『朱子語類』を

当時の中国語として正確に読むための知見
を提供すると同時に、その発話の背景をでき
るだけ明確に提示することによって、その内
容をさらに精確且つ深く理解できるように
した。そのため、これらの成果によって、重
要でありながらこれまでは必ずしも十分的
確に読み込まれてこなかった朱子学の基本
文献の一つである『朱子語類』を、中国哲学
研究者はもちろんのこと、日本思想史・近世
史等の関連領域の研究者や一般読書人にと
っても読みやすい形にして紹介することが
できた。 
 さらに、本研究班の成果としては、これま
で各地の研究者・研究会がそれぞれ独立して
細々と行っていた『朱子語類』の訳注作成作
業を活性化するとともに、効率的に組織する
契機の一つとなったことがあげられる。すな
わち、上述の『『朱子語類』訳注 巻一～三』
の刊行を機に『朱子語類』訳注刊行会が組織
されたことである。恩田と垣内もその創立時
からのメンバーである。同刊行会の成立によ
り、それに刺激を受けて各地で新たな研究会
が立ち上がるなど、『朱子語類』を読み解く
研究が活発化したと同時に、その研究成果を
相互の連関なく散在させることなく一元的
に集約できる枠組を構築することができた。
このことは、今後の『朱子語類』及び朱子学
研究の進展に対する大きな貢献であり、本研
究班の大きな成果の一つであるといえよう。 
 
(2) 王守仁研究については、王守仁の著作に
関して、基礎研究であるにもかかわらずこれ
まで研究の蓄積がきわめて手薄であった文
献学的研究を包括的なものにすべく、研究を
行った。これまでの研究が、各研究者の周辺
の機関・地域に残る諸本のみを見て研究を行
うだけで、現存する各種版本の所在を広範囲
にわたって確認、調査することや、各版本の
成立と刊行及びその流布を考究するという
学術研究における基本的な作業に意を尽く
さない個別の版本調査に止まり、各版本の成
立及び相互の関係についての基本的な事実
に関する考証が不十分であったことをふま
え、日本、中国、台湾、アメリカの各機関に
所蔵されている関係資料を博捜し、現存する
王守仁の著作に関する版本を網羅的に検討、
分析することに留意して研究を進めた。その
成果として、本研究期間開始以前の成果をも
含めて永冨『王守仁著作の文献学的研究』（汲
古書院、2007）を刊行し、王守仁研究の基礎
資料とされている『王文成公全書』やその言
行録のうち最も普及している著作である『伝
習録』、『伝習録』に比して語られることの少
なかった『陽明先生文録』の成立と出版、及
びまとまった形で語られることのなかった
兵学関係の著作や各種の伝記資料に関する、
これまで恣意的に分析されることが多く、十



分に解明されてこなかった王守仁の著作の
文献学的研究に対して、新しく確かな知見を
関連の研究者に提供することができた。 
 同書刊行後も、調査地域を欧州にまで広げ
つつ関係資料の網羅的な調査と分析を継続
しており、それらに基づき、王守仁の著作に
関する既発表の内容についての補正や補充、
新情報の報告を行っている。 
 
(3)劉宗周研究については、江戸期儒学者に
受容され、特に幕末維新期の日本思想に多大
な影響を与えたその誠意説の形成と密接に
関係する重要な著作である『人譜』について、
文献的な研究の他、国会図書館、九州大学図
書館、上海図書館、浙江大学図書館等が所蔵
する関係資料の実地調査、劉宗周が『人譜』
を執筆する直接的契機であった紹興の証人
書院史跡の踏査をあわせて行った。こうした
調査・研究に基づき、『人譜』諸版本中から
和刻本の底本を確定して、幕末維新期儒学者
の劉宗周思想受容の特徴を明らかにし、日本
思想史・近世史研究者に「誠意」「慎独」理
解の基礎概念を提供することができた。成果
の一部は、難波「劉宗周の『人譜』について」
（『比較文化』第 7 号、2010）として発表し
ている。また、調査の過程で劉宗周後学の黄
宗羲・陳確・張履祥・祝月隠・惲日初に関す
る文献についても調査を行っており、今後の
研究の進展によって、劉宗周及びその『人譜』
理解に深化が見られることが期待される。こ
れまでの成果は、難波「黄宗羲と山田方谷の
養気観」（『比較文化』第 3号、2006）として
発表している。 
 
(4)朱震亨研究については、その重要な著作
である『格致餘論』の精読を通して、詳細な
注を附した現代日本語訳を作成し、本科学研
究費補助金の研究報告（2007）として刊行し
た。これによって、重要でありながらもこれ
まで必ずしも十分に読み解かれてこなかっ
た中国医学の基本文献の一つである『格致餘
論』を、他領域の研究者や一般読書人にとっ
ても読みやすい形にして、紹介することがで
きた。刊行後は、中国・医学関係の研究者か
らいくらかの意見が寄せられ、研究成果に対
する一定の反響はあったと考えられる。さら
に、一般読書人などのより広い層に研究成果
を還元すべきであるとの勧めもあった。本研
究期間終了後であるが、現在は、寄せられた
意見をもふまえながら訳注の改訂を進めて
おり、書籍として出版する予定である。さら
に朱震亨研究を深化させ、それを広く紹介す
るため、同じく朱震亨の著書である『局方発
揮』についても並行して研究を進めている。 
 
(5) 近世日本の学校については、難波が行っ
た中国の岳麓書院・白鹿洞書院・万松書院・

東林書院等、韓国の陶山書院・紹修書院・屏
山書院・成均館等、日本の致道館（庄内）・
明倫館（萩）・閑谷学校・日新館・弘道館等
に対する実地踏査や、それらの所在地の研究
者との共同研究による資料の収集と分析を
通して、①近世東アジア社会の学校の特徴と
教育方法、②中国・韓国・日本の近世社会の
学校や教育における三者の相異や相同性を
一定程度明らかにし、近世日本社会における
新儒教思想の受容のあり方の一つの形を提
示した。また、近世東アジア社会の学校や教
育方法の特徴を世界的規模の中で鮮明にす
るために、朱熹の白鹿洞書院再建と同時期に
建学されたケンブリッジ大学や、ドイツのフ
ンボルト大学の大学制度や所蔵図書資料等
の調査も行い、③近世東アジア社会の学校と
西欧の大学との比較等についての研究基盤
作りに着手した。これらの研究成果のうち、
特に①・②を中心に、(1)～(4)で検討した文
献・思想の近世日本社会における受容状況へ
も目配りしながら、本研究班全体の研究を総
括する意味で、中国・韓国から著名な研究者
を招いて 2009 年 10 月 3日（土）に岡山県青
少年教育センター閑谷学校において「東アジ
ア前近代の学校と教育に関する国際シンポ
ジウム」を開催した。そこで行われた講演、
発表、討議については、本科学研究費補助金
の研究報告となる論文集として刊行した。な
お、このシンポジウムには、研究者以外に多
くの一般市民の方々が参加され、研究成果を
広く社会に還元するという面において一定
の成果をあげることができた。 
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